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豊見城市

○令和２年度「豊見城市交通基本計画」は２０年間を想定し、安全・安心で誰もが使いやすい交通として、「新しい公共
交通システムの導入」について位置付け。

〇令和３年度「豊見城市総合交通戦略」は基本計画を着実に推進させるため、５年から10年の短中期を目標とした施
策として多様なフィーダー交通網の構築としてラストワンマイルにおける交通手段の導入検討の推進を位置付け。

〇令和４年度「豊見城市地域公共交通計画」では、上記計画の施策において「ＬＲＴ、モノレールなど基幹公共交通の
導入検討の推進」の個別施策を掲げており、今回連携協定を結んだことで、「自走式ロープウェイ（Ｚｉｐｐａｒ）」を新たな
公共交通システム導入検討の推進を行ってまいります。

１．新しい公共交通システムの導入について
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（令和4年度豊見城市地域公共交通計画より）



豊見城市
２．まちづくり推進に係る連携協力に関する協定書の締結について
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豊見城市
３．自走式ロープウェイ（Ｚｉｐｐａｒ）について
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国土交通省 交通政策審議会（地域公共交通部会）において、新たなモビリティの一例と
して、自走式ロープウェイ（Ｚｉｐｐaｒ）が紹介されました。
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